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一 般 質 問 

平成２８年９月１３日（火） 

 

１５番  加 藤 泰 博  議 員 

 

１．市営合葬墓について 

①早期に設置できないか 

 

２．トーメン石狩ニュータウンの汚水処理施設について 

①公共公益施設の移管状況について 

②汚水処理施設の取り扱いについて 

③住民に対する説明について 

④移管後の下水道使用料について 

  

３．国道の吹雪対策について 

①自発光式矢羽根の未設置区間の解消について 

 

 

 

 

２番  阿 部 裕美子 議 員 

 

１．投票率の向上の為に 

①改正公選法成立による、石狩市の対応について 

イ、既存の投票所の他に、共通投票所を設置する事について 

ロ、期日前投票の投票時間拡大について 

②投票弱者に対する今後の対応について 

 

２．石狩市観光の魅力アップについて 

①ルーラン海岸を含め、石狩の美しい海岸線を観光スポットとする事について 

 

３．暮らしの便利帳の改訂について 

①変更になった事項の周知について 

②暮らしの便利帳の今後の在り方について 

 

４．より多くの市民の健康を守る為に 

①遠隔医療の導入について 

②セルフ健康チェックの導入について 

 

５．学校でのＩＣＴ活用環境について 

①子ども達と教員が使うパソコン等のセキュリティとフィルタリングについて 

②学校の情報漏洩防止の取り組みについて 
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６番  長 原 徳 治 議 員 

 

１．財政運営について 

①市の財政状況と決算の見通し、財政指標を含め伺う。 

②財政規律ガイドラインの次期計画について、基本的考え方を伺う。 

③社会教育施設の使用料の改定は再考できないか。 

 

２．行政改革について 

①第３次行革大綱の市役所イノベーション等の取り組みをどう評価しているのか、伺う。 

②グループ制や職員のコミュニケーション能力向上、市政発信力の向上、人材育成等に今後の大

綱策定にあたってどう検討されているか伺う。 

 

３．市民の健康づくりについて 

①地域での総合的な健康づくり事業の推進について。 

②「道民笑いの日」制定に伴い、市としても取り組みを考えるべきではないか。 

③受動喫煙の防止等の動きが東京五輪に向け活発になっているが、市としては具体的にどう取り

組むのか。 

 

４．中国海潤（ハイルン）メディアグループの撮影所誘致について 

 ①市フィルムオフィス（フィルムコミッション）でのＰＲ活動を強めるべきではないか。 

 ②誘致活動に取り組む考えはないか。 

 

５．教育行政について 

 ①小学校での組み体操は安全性の基準等を検討すべきではないか。 

 ②次期学習指導要領の「アクティブラーニング」や英語教育の前倒し等にどう対応するのか伺う。 

 

 

 

 

８番  堀  弘 子 議 員 

 

１．給付金、送付対象世帯誤りに関する業者委託について 

①９月６日時点でホームページの重要なお知らせ欄に「平成２８年度臨時福祉給付金及び障害・ 

遺族基礎年金受給者向け給付金」が掲載されているが、今回の申請内容の誤りや対象者誤送付 

に関しては記述されていない。早急に対応すべきではないか。 

②送付された間違いは確認できているのか、どの程度あったのか伺う。 

③市は、今後、受託業者による業務履行を厳正に求め、万全を期す。業者はシステム開発の管理 

体制を徹底するとしているが、それで防止できると考えているのか。やはり最終段階で市の確 

認が必要と考えるがいかがか。また、今回の再送付および連絡などにかかる経費の負担につい 
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ては委託先が負担すべきと考えるがいかがか。 

④業務委託について再考すべきと考えるがいかがか。 

 

２．生活困窮者自立支援法における石狩市の自立相談体制について 

①相談者の抱える問題の解決を図ることが必要であり、専門性が求められているが、現状の課題、 

その解決に向けた取り組みについて伺う。 

②経済的自立のみが重視されていることはないか、当事者にとって生きるために必要なサービス 

につなぐことができているか。 

 

３．フッ化物応用におけるリスクの周知について 

①フッ化物応用に関して効果のみを情報提供しているが、リスクについてどの様に周知している 

のか。 

②集団フッ化物洗口の実施方法、注意点の周知は適正に行われているか。 

 

４．ワクチンについて 

①日本脳炎の予防接種に関するお知らせについてヒトからヒトに感染することはないことを明 

確にすべき。 

②空知管内で誤接種があったが医療機関などに再確認は行っているか。 

③接種は義務ではなく努力義務である。拒否することができることを周知する必要があると考え 

る。また、Ｂ型肝炎ワクチンについては、接種対象者を明確にすべき。 

④予防接種によって健康被害が起きた場合について救済制度があるが、すべて対象になるわけで 

はなく認定も否認されることがあることなど周知すべき。 

 

５．学校整備について 

①学校区の再考をすべきではないか。児童、生徒を最優先に考えるべき。 

 

６．学校図書館の充実について 

①司書が配置されていない学校図書館に今後も支援を継続する考えを伺う。 

②図書館整備のための助成金の継続についても伺う。 


